
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

平成 30年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 どんぐりカフェ 

事業主体 

（連絡先） 

樫の木会 

事業区分 ① 信州子どもカフェの推進 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1,088,386円（うち支援金：853,000円） 

（活動写真） 

① 子供達を中心に誰でも集える

居場所「どんぐりカフェ」を提

供する 

② 地域住民、企業と連携すること

によって、地域ぐるみで子ども

の成長を見守る 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

・事業を理解してもらう為に会員

の協力により企業の理解を得、賛

助会員として協力して頂くこと

が出来た。 

・多世代交流の場としての役割も

果たせている。 

・学年を超えた微笑ましい交流も

見られた。 

                   

 【目標・ねらい】 

 

・賛助会員としての企業の協力を得ることが出来た。 

・一度どんぐりカフェに参加した児童がリピーターとし

て参加してくれている。 

・会員の活動に対する想いがさらに深まり、今後の活動

への活力となった。 

・毎月 1箇所地域の拠点である各地区コミュニティセン

ターで小学生を対象に子どもカフェ開催、全校児童に

チラシ配布（校長に依頼）又、こども館を活用して開

催チラシを配布、ポスターを掲示して参加者募集、保

護者の承諾のもと参加。 

・食生活改善推進協議会による献立、教職員 OBによる

学習支援や宿題のサポート、地区高齢者による遊び

（囲碁・マジック等）、工作、スイカ割り、吹き矢、ス

ポーツ推進員によるゲーム。 

・パンフレットを効果的に使って、地域住民に活動を知

ってもらい更に参加してもらう。 

【食事の様子】 


